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パワーステアリング

配管ブレーキパイプ

基準不適合箇所

改善措置の内容       

全車両、ブレーキ配管を点検し、配管に接触痕がないものは所定の間隔
があるか確認し必要に応じて組付を調整し所定の間隔を設ける。接触痕
があるものはブレーキパイプを交換し組付を調整し所定の間隔を設け
る。

農業用薬剤散布車のブレーキパイプにおいて、組立時のバラツキにより当

該パイプが近傍にあるパワーステアリング配管に接触しているものがある。

そのため、そのままの状態で使用を続けると、配管の振動によりブレーキ

パイプの接触部分が磨耗して穴が生じる場合があり、最悪の場合、当該

穴部からブレーキフルードが流出しブレーキ操作ができなくなるおそれが

ある。
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